
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年４月２１日  製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

植物栽培用機器 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、野菜・観賞植物等の栽培・生育を楽しむ機器である。 

 植物用光源（機器上部笠の部分に蛍光ランプ×２）及び生育用養分を混ぜた水容

器部から生育用ポットへ水を滴下補給するポンプ（機器内変圧器により低電圧出力

にて駆動）から構成されている。 

 制御回路部の制御によりランプ及びポンプのＯＮ／ＯＦＦが行われ、水の有無に

関わらず蛍光ランプは点灯可能である。 

 

○構造、仕様、意匠 

 定 格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、０.７５Ａ 

     蛍光ランプ２６Ｗ×２ 

     ポンプ：ＡＣ１２Ｖ、１.８Ｗ 

 

○主な使用者、販売先 

一般消費者 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 特定電気用品以外の電気用品中、光源及び光源応用機械器具の「その他の放電灯

器具」として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、蛍光ランプが点灯状態で、場所の移動が容易であることから「電気ス

タンド」とも考えられるが、植物の光合成生育が目的の製品であることから、「そ

の他の放電灯器具」として取り扱うことが妥当と判断する。 

 

 

 


